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 セルロース合成酵素は膜貫通タンパク質である触媒サブユニット CesA を中心とするタンパク質複合

体である。バクテリアのセルロース合成酵素の場合、その機能上の最小構成単位は CesA と CesB という

二つのタンパク質からなる CesAB 複合体である。このうち、CesB 単独について我々の行った予備的な

構造解析の結果から四量体構造が示唆されているが、この四量体構造は X 線結晶構造解析から求められ

た CesAB 複合体の構造モデルとは一致しない。そこで我々は何らかの理由で既報の X 線結晶構造解析

では会合体形成が乱されている可能性を考え、CesAB 複合体の構造解析をクライオ電子顕微鏡法で行う

ことを目指した。 
 現状の問題点は、CesAB の解離により CesAB 複合体を準備できないことである。そこでタンパク質

発現に用いる大腸菌発現系の最適化を行っている。AB の 2 タンパク質をコードする DNA をオペロンと

してそのまま発現プラスミド DNA に挿入して発現ベクターを構築しているが、本ベクターではリボソー

ム結合部位（Shine-Dalgarno 配列・SD 配列）として、発現ベクターの配列ではなく発現する酢酸菌 cesA
遺伝子上流の配列を使用している点が特徴の一つである。そこで発現ベクターの最適化の一環として、

この SD 配列の長さなどを変えた発現プラスミド DNA を複数作製し、そのタンパク質発現レベルと酵素

活性の変化を確認した。さらに N 末欠損や C 末欠損の CesA 変異体を CesB の共発現系を作成し、これ

らの発現と変異による酵素活性変化を調査した。 
 平成 28 年度は、以上のスクリーニング実験を行い、酵素活性が消失しないこととある程度以上の発現

レベルが得られることを判断基準としていくつかの発現コンストラクトを選抜した。以上から、選抜し

た発現プラスミド DNA を用いて CesAB の大量発現と精製実験を行う準備を整えた。 
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